
原稿執筆要項

1. 言語

· 原稿は和文または英文のいずれかとする。

2. 原稿の提出方法

· 電子媒体で文書データを提出する。

· 提出方法は、電子メール（添付ファイル）、郵送（MO、FD、CD）とする。

3. 原稿の書式

· 和文原稿は、新仮名遣いと常用漢字を用い、平易な文体で記す。

· 和文原稿では、句読点として「、」、「。」を用いる。

· 専門用語の表記は「用語統一表」にしたがう。

· 原稿は、市販のワープロ・ソフトやエディタなど、一般に入手可能なソフトウェアで編集可能なフォーマットで作成する。

· 英文原稿は、上記に準ずるものとする。

4. 分量

· 和文原稿では、15,000〜20,000字程度（図表、写真等を含む）とする。

· 英文原稿では上記に準ずるものとする。

5. 体裁

(1) 標題

· 日本語と英語で記す。

(2) 執筆者名

· 日本語と英語で記す。

· 所属組織および連絡先電子メール・アドレスを明記する。

· その他、公的資格や過去の主な業績（論文、出版物など）といった特に付記を求めるものについても、その旨明記する。

(3) アブストラクト（「Abstruct」）

· 和文原稿では200文字程度で記す。

· 英文原稿では上記に準ずるものとする。

(4) 本文

· 原稿本文では、章、節、項を峻別し、それぞれに「1」、「1-1」、「（1）」のように番号を付ける。

· 箇条書きを行う場合は、行頭に「○」を用いる。

· 数字は、原則としてアラビア数字（算用数字）を使用する。ただし、アラビア数字（算用数字）では表記しにくい場合や習慣的に他の数字（漢数字やローマ数字など）を用いる場合は、この限りではない。

· 数字の位取りは、原則として4桁まではそのまま（カンマあり）表記し、4桁を超す場合には4桁区切りで「万」、「億」、「兆」を挿入する。
（記載例）1,234、1万2,345、1億2,345万など

· 年号には原則として西暦を用いるが、公文書からの引用等、慣例上元号が用いられているものは除く。

· 人名は、原則として原語で表記する。ただし、印字が困難なものについては、この限りではない。

6. 図表

· 図表には、「図表1」、「図表2」のように通し番号をつけ、標題もあわせて記す。

· 図表の作成に使用した資料・文献は、必ず明記する。

7. 注

· 引用の出典等、本文中に注を付ける場合は、1）、2）といった一連番号を参考箇所の右肩に書き、本文末に注釈文をまとめる。

8. 参考文献

· 参考文献を適切に引用し、研究の位置付けや独自性を明らかにする。

· 参考文献の引用は、以下の例にしたがい、著者の姓、公表年を記す。

例

· 佐藤（1999）は…

· 鈴木（1976a）によれば…

· …と結論付けられている（青山・加藤、1960）。

· Fujinami et al. （1985）は…

· 本文中で参照した参考文献は、本文末に著者のアルファベット順、年代順に記す。同一著者の同一年の文献は、引用順に「a」、「b」、「c」を付す。

例

· 佐藤（1999）「情報と科学」、『月刊科学』6、pp.22-32

· 鈴木（1976a）『情報科学概論』科学書房、p.240

· 鈴木（1976b）『情報科学入門』IT書房、p.10

· 青山・加藤（1992）『情報未来論』学術書房、p.150

· Wilson, S. (1986) “Information in Science”, Information Review, 5, pp.221-3

· Hansen, T. (2000) Information and New Science, Science Press, pp.335-40

· Smith, K. et al. (1973) Information Industry, University Press, p.668

· 不明な場合は、通常広く認められている書式を使用する。

9. 本要領の改正

· 本要領の運用及び改正は編集委員会の所掌事項とする。

· 本要領に定めのない事項については、すみやかに編集委員会に諮るものとする。

付則

この要領は、2002年4月1日より実施する。
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用語統一表

1. 専門用語の表記

○あ行

或いは　→　あるいは
いただく(お返事を－　）→　頂く
いただく（報告して－）→
いただく
未だ　→　いまだ
恐らく　→　おそらく
おもに　→　主に
および　→　及び
○か行

〜ケ国　→　〜カ国
きわめて　→　極めて
〜毎に　→　〜ごとに
○さ行

さまざまに　→
様々に
さらに（副詞）→　更に
さらに（接続詞）→　さらに
従って　→　したがって
すでに　→　既に
即ち　→　すなわち
全て　→　すべて
総て　→　すべて

〜済み　→　〜すみ、〜ずみ
そのうえ　→　その上
○た行

たとえば　→　例えば
但し　→　ただし
出来る　→　できる
通り　→
…とおり
とき（－の記念日）→
時
とき（事故の－は連絡する）→　…とき
時々　→　　ときどき
○な行

無い　→
ない
等　→
…など
何故　→　なぜ
なんら　→　何ら
○は行

殆ど　→　ほとんど
（〜の）ほう　→
（〜の）方
○ま行

また　→　又
また（接続詞）→　また
または（接続詞）→　又は
まったく　→　全く
専ら　→　もっぱら
もっとも　→　最も
○や行

故に　→　ゆえに
所以　→　ゆえん
よい　→　良い
よい　→
　善い
よい　→
…（して）よい
○わ行

わが国　→　我が国
われわれ
　→　我々

○ア行

アーキテクチャー　→　アーキテクチャ
アクセスチャージ　→　アクセス・チャージ
アダプター　→　アダプタ
イコールフィティング　→　イコール・フッティング
インターフェース　→　インタフェース
ウィルス　→　ウイルス
ウェイト　→　ウエイト
ウェッブ　→　ウェブ
エレクトロニックコマース　→　エレクトロニック・コマース
エンターテインメント　→　エンターテイメント
オーダ　→　オーダー
オペレーター　→　オペレータ
○カ行

キャリアー　→　キャリア
グループウエア　→　グループウェア
ゲートウエイ　→　ゲートウェイ
コミュニティー　→　コミュニティ
コンシューマー　→　コンシューマ
コンピューター　→　コンピュータ
○サ行

サーバー　→　サーバ
シェアー　→　シェア
セキュリティー　→　セキュリティ
セル・リレー　→　セルリレー
センタ　→　センター
ソフトウエア　→　ソフトウェア
○タ行

ダイアル　→　ダイヤル
チャンネル（営業・販売の場合）→　チャネル
チャネル（放送の場合）　→　チャンネル
チューナ　→　チューナー
ディスプレー　→　ディスプレイ
データー　→　データ
ディジタル　→　デジタル
ディバイド　→　デバイド（電子政府の場合は「ディバイド」）
TV　→　テレビ
トラフィック　→　トラヒック
○ハ行

ハードウエア　→　ハードウェア
PC　→　パソコン
ヴィジョン　→　ビジョン
ファイアーウォール　→　ファイアウォール
ファイバ　→　ファイバー
ファックス　→　ＦＡＸ
ファジイ　→　ファジー
フイルム　→　フィルム
プライス・キャップ　→　プライスキャップ
プラウザー　→　ブラウザ
プラットホーム　→　プラットフォーム
プリンター　→　プリンタ
プレーヤー　→　プレイヤー
プロバイダー　→　プロバイダ
ベンダ　→　ベンダー
○マ行

マネージメント　→　マネジメント
メーカ　→　メーカー
メモリー　→　メモリ
○ヤ行

ユーザー　→　ユーザ
ユニバーサル・サービス　→　ユニバーサルサービス
○ラ行

ラインアップ　→　ラインナップ
リピータ　→　リピーター
ルーター　→　ルータ
レイヤー　→　レイヤ
○ワ行

ワイアレス　→　ワイヤレス
· その他

· 不明な場合は、通常広く認められている書式を使用する。

2. 本用語統一表の改正

· 本用語統一表の運用及び改正は編集委員会の所掌事項とする。

· 本用語統一表に定めのない事項については、すみやかに編集委員会に諮るものとする。

付則

この用語統一表は、2003年7月7日より実施する。
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